
病棟看護職員配置数について 

当病棟では、1 日19 人以上の看護職員が勤務しています。 

なお、時間帯毎の配置は次のとおりです。 

⚫ 朝8：30～夕方17：00 まで、看護職員1 人あたりの受け持ち数は6 人以内です 

⚫ 夕方17：00～深夜1：00 まで、看護職員1 人あたりの受け持ち数は16 人以内です 

⚫ 深夜1：00～朝8：30 まで、看護職員1 人あたりの受け持ち数は16 人以内です 

2025 年5 月1 日現在 

各種承認・届出許可状況        

当院は、厚生労働大臣の定める基準による看護（一般病棟入院基本料）を行なっている保険医療機関です。 

当院では入院患者10 人に対して１人以上の看護職員を配置しております。また、当院は厚生労働大臣が指定する病院の病棟並びに厚生労働大臣が定める病院、 

基礎係数、暫定調整係数、機能評価係数Ⅰ及び機能評価係数Ⅱ(平成26 年厚生労働省告示第91 号）別表第1 から第3 までの病院の欄に掲げる病院(DPC 対象病院）です。 

※医療機関係数1.1131（基礎係数1.0063+救急補正係数0.0014+激変緩和係数0.008+機能評価係数Ⅰ0.0689+機能評価係数Ⅱ0.0285） 

当院は、厚生労働大臣が定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です。 

■■基本診療料■■ 

⚫ 医療DX 推進体制整備加算 

⚫ 一般病棟入院基本料【急性期一般入院料4】  

⚫ 救急医療管理加算 

⚫ 診療録管理体制加算 2 

⚫ 医師事務作業補助体制加算1【75 対1 補助体制加算】 

⚫ 療養環境加算 

⚫ 医療安全対策加算1・医療安全対策地域連携加算1 

⚫ 感染対策向上加算2・連携強化加算・サーベイランス強化加算 

⚫ 患者サポート体制充実加算 

⚫ 病棟薬剤業務実施加算1 

⚫ 後発医薬品使用体制加算3 

⚫ データ提出加算2 ロ 

⚫ 入退院支援加算1・入院時支援加算・地域連携診療計画加

算 

⚫ 認知症ケア加算2 

⚫ せん妄ハイリスク患者ケア加算 

⚫ 地域包括ケア入院医療管理料1 

⚫ 看護職員配置加算 

⚫ 看護補助体制充実加算1 

⚫ 短期滞在手術等基本料1 

⚫ 入院時食事療養費／生活療養（Ⅰ） 

入院時食事療養に関する食事として、管理栄養士によって 

管理された食事を適時（夕食については午後6 時以降）、 

適温で提供しています。 

■■特掲診療料■■ 

⚫ 糖尿病合併症管理料 

⚫ がん性疼痛緩和指導管理料 

⚫ 糖尿病透析予防指導管理料 

⚫ 腎代替療法指導管理料 

⚫ 二次性骨折予防継続管理料2 

⚫ 二次性骨折予防継続管理料3 

⚫ 慢性腎臓病透析予防指導管理料 

⚫ がん治療連携指導料 

⚫ 薬剤管理指導料 

⚫ 医療機器安全管理料1 

⚫ 遺伝学的検査 

⚫ BRCA1/2 遺伝子検査【血液を検体とするもの】 

⚫ 検体検査管理加算Ⅱ 

⚫ CT 撮影及び MRI 撮影【16 列以上 64 列未満のマルチス

ライスCT】 

⚫ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 

⚫ 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

⚫ 呼吸器リハビリテーション料（Ⅱ） 

⚫ エタノールの局所注入（副甲状腺） 

⚫ 人工腎臓（慢性維持透析を行なった場合1） 

⚫ 導入期加算2 及び腎代替療法実績加算 

⚫ 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 

⚫ 下肢末梢動脈疾患指導管理加算 

⚫ 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 

⚫ 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）及び腹

腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術支援機器を用いるもの） 

⚫ 腹腔鏡下腎盂形成術（内視鏡手術支援機器を用いるもの） 

⚫ 生体腎移植術 

⚫ 膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術及び 

陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの） 

⚫ 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 

⚫ 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術支援機器を用いるもの） 

⚫ 輸血管理料Ⅱ 

⚫ 輸血適正使用加算 

⚫ 人工肛門・人工膀胱造接術前処置加算 

⚫ 胃瘻造設時嚥下機能評価加算 

⚫ 医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6に掲げる手術 

⚫ 医科点数表第2 章第10 部手術の通則16 号に掲げる手術 

⚫ 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 

⚫ 入院ベースアップ評価料162 

⚫ 特定療養費 

➢ 特別の療養環境の提供 

➢ １８０日を超える入院 

➢ 医科点数表等に規定する回数を超えて行なう診療

  

⚫ 指定医療 

➢ 身体障害者福祉法に基づく更生医療 

➢ 原子爆弾被爆者に対する指定医療 

➢ 生活保護法に基づく指定医療 

➢ 自立支援法に基づく指定医療（更生医療） 

➢ 結核予防法に基づく指定医療 

➢ 労働者災害保険法に基づく指定医療 

➢ 健康保険法に規定する保険医療機関 

➢ 国民健康保険法に規定する保険医療機関 

（令和6 年1 月1 日から令和6 年12 月31 日の間における手術の実施件数）    

医科点数表第2 章第10 部手術通則5 及び6 に掲げる手術 

区分2 エ  尿道形成術等 

   膀胱悪性腫瘍手術（経尿道的手術を除く）1 件 

区分4    腹腔鏡手術等 

      腹腔鏡下副腎摘出術 1 件               



 
臨床支援課 
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相談室① 

 

1階 ホール 

薬局・会計・受付 

地域医療連携室（医療相談室）はこちら 
地域医療連携室 
★医療相談室 
退院調整室 

相談室② 

 

正面玄関 

入院費用について 

入院費用の標準的な内訳は下記の通りです。 

⚫ 入院診療費 （入院基本料、検査料、手術料、投薬料等） 

⚫ 食事の標準負担額 （入院中に病院が提供する食事代の本人負担額） 

⚫ 特別療養環境料 （室料差額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院の「患者サポート充実体制」について 

当院では、患者さん及びご家族の方からのご相談に幅広く対応できるように、患者支援体制

の窓口を設置し、各部門に相談対応者を配置しています。患者さんやご家族の方のお気持ちに

寄り添い、対話の場を持ち、解決に向けて支援していきたいと持っております。 

窓口は相談室のソーシャルワーカー等が担当しており、ご相談の内容によって、各部門と連

携を取っていきます。 

病気に関する医学的なことや生活上及び入院上の不安など、どうぞお気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書」の発行について 

当院では、医療の透明化や患者への情報提供を積極的に推進していく観点から、平成30 年4

月 1 日より、領収証の発行の際に、個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書を無料で発行す

ることと致しました。 

また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方についても、平成 30 年 4 月 1 日

より、明細書を無料で発行することと致しました。 

なお、明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されるものですので、

その点、御理解いただき、ご家族の方が代理で会計を行う場合のその代理の方への発行も含め

て、明細書の発行を希望されない方は、会計窓口にてその旨お申し出下さい。 

食事の標準負担額（1食につき） 
 

一般（70 歳未満） 70 歳以上の高齢者 標準負担額 

一般（下記以外） 一般（下記以外）  510 円 

低所得者 

(住民税非課税) 
低所得者Ⅱ 

過去1 年間の入院期間が90 日以内 240 円 

過去1 年間の入院期間が90 日超 190 円 

該当なし 低所得者Ⅰ  110 円 

室料差額（1日につき）  

  部 屋 番 号 料金（税込） 

1 人部屋 

301･315･316 11,000 円 

306･307･308･310･311･312･313 5,500 円 

302･303 4,400 円 

317･318･320 3,300 円 

305 2,750 円 

337･338･350･351･352 2,200 円 

2 人部屋 333･335･336･353 1,100 円 

※上記以外の病室には差額料金は発生いたしません。 
 



医療スタッフの負担軽減等に関する取組事項 

当院では、快適に働ける職場環境を作ることにより、医療スタッフの健康と安全を確保する

とともに、医療の質を高め、患者さんの安全と健康の確保に資することを目的に、下記のとお

り、医療スタッフの負担軽減及び処遇改善に取り組んでいます。 

【勤務医の負担軽減等に関する取組事項】 

  ・医師事務作業補助者の配置（書類作成・外来診察の補助） 

  ・医療関係職種との役割分担の推進 

  ・宿直、夜勤、宿直明けの勤務に係る配慮 

【看護師の負担軽減等に関する取組事項】 

  ・ワークライフバランスの推進 

  ・医療関係職種との役割分担の推進、クラークの導入 

  ・多様な勤務形態の導入、 

  ・超過勤務時間の削減、夜勤負担の軽減 

 

長期処方・リフィル処方せんについて 

当院では、患者さんの状態に応じ、下記のいずれの対応も可能です。 

・28 日以上の長期の処方をおこなうこと 

・リフィル処方せんを発行すること 

なお、長期処方やリフィル処方せんの交付が対応可能かは病状に応じて担当医が判断致します。 

 

医療DX推進体制整備加算について 

当院は、医療DX を推進して質の高い医療を提供できる体制の整備を行っております。 

・オンライン資格確認等システムにより取得した情報を活用して診察を実施しています。 

・マイナ保険証利用を推進するなど医療DX を通じて質の高い医療を提供できるように取り組 

んでいます。 

・電子処方箋の発行体制を準備し導入を予定しています。 

・電子カルテ情報共有サービスの取り組みに対応し導入を予定しています。 

マイナ保険証によるオンライン資格確認のご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

医療情報取得加算について 

当院は電子情報処理組織を使用した診療報酬請求を行っており、以下の体制を有しています。 

・健康保険法第3 条第13 項に規定する電子資格確認（オンライン資格確認）を行う体制 

・当該保険医療機関を受診した患者に対し、受診歴、薬剤情報、特定健診情報その他必要な診 

療情報を取得・活用して診療を行う体制 

 

一般名処方加算について 

当院では、後発医薬品のある医薬品について、特定の医薬品名を指定するのではなく、薬剤の

成分をもとにした一般名処方（一般的な名称により処方箋を発行すること※）を行う場合があり

ます。一般名処方によって特定の医薬品の供給が不足した場合であっても、患者さんに必要な医

薬品が提供しやすくなります。 

一般名処方について、ご不明な点などがありましたら当院職員までご相談ください。 

ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

※一般名処方とは 

お薬の「商品名」ではなく、「有効成分」を処方せんに記載することです。そうすることで供給

不足のお薬であっても有効成分が同じ複数のお薬が選択でき、患者様に必要なお薬が提供しや

すくなります。 

 

後発医薬品使用体制加算について 

当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組みなどを

実施しています。現在、一部の医薬品について十分な供給が難しい状況が続いています。 

当院では、医薬品の供給不足等が発生した場合に、治療計画等の見直し等、適切な対応ができ

る体制を整備しております。 

なお、状況によっては、患者さんへ投与する薬剤が変更となる可能性がございます。変更にあ

たって、ご不明な点やご心配なことなどがありましたら当院職員までご相談ください。 

ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 



保険外負担一覧表 

文書料 

(1通につき) 

診断書名 料金（税込） 

生命保険入院・手術証明書 5,500 円 

通院証明書 5,500 円 

生命保険死亡診断書 5,500 円 

生命保険照会協力費 3,300 円 

年金用診断書 5,500 円 

死亡診断書 5,500 円 

死亡診断書追加証明 1,100 円 

資格取得用診断書 3,300 円 

一般診断書・証明書 2,200 円 

身体障害者手帳用診断書 1,100 円 

互助会に提出する証明書 2,200 円 

 

健康診断 

項目名 料金（税込） 

健康診断 (問診・診断・診断書料) 2,200 円 

健康診断 (検査・画像診断料) 保険点数の全額負担 

 

選定療養費 
180 日超入院 

(1日につき) 

項目名 料金（税込） 

一般病棟入院基本料4 2,412 円 

 

選定療養費 

医科点数表に規定する回数を

超えて行なう診療 

検査項目 料金（税込） 

α-フェトプロテイン（AFP） 3,102 円 

癌胎児性抗原（CEA） 3,113 円 

前立腺特異抗原（PSA） 3,355 円 

CA19-9 3,355 円 

  

選定療養費 

長期収載品 

項目 料金（税込） 

後発医薬品のある薬で先発医薬

品を希望される場合 

先発医薬品と後発医薬

品の価格差4分の1相当 

 

 

 

 

 

 

  

※ 外来のみ取扱い 

 
 

その他 

項目名 料金（税込） 

診察券 再発行 110 円 

コピー代 10 円 

画像コピー代 1,100 円 

 死亡時画像診断費用 16,170 円 

 項目名 料金（税込） 

患者外食事代 

(1食につき） 

朝食 510 円 

昼食 510 円 

夕食 510 円 

患者外寝具代 

(１日につき) 

ベッド 110 円 

布団一式 110 円 

 病衣使用料 
病衣 上  ※ 77 円 

病衣 下  ※ 77 円 

物品販売 

商品名 料金（税込） 

ケアーパッド300 1 枚 ※ 28 円 

ケアーパッド300  30 枚（1 袋） ※ 653 円 

ケアーパッド500 1 枚 ※ 40 円 

ケアーパッド500  30 枚（1 袋）※ 1,016 円 

オンリーワン幅広テープS 1 枚 ※ 95 円 

オンリーワン幅広テープS22 枚（1 袋）※ 1,936 円 

オンリーワン幅広テープＭ 1 枚 ※ 102 円 

オンリーワン幅広Ｍ20 枚（1 袋）※ 1,936 円 

オンリーワン幅広Ｌ  1 枚 ※ 121 円 

オンリーワン幅広Ｌ17 枚（1 袋）※ 1,936 円 

オンリーうす型パンツＭ 1 枚 ※ 118 円 

オンリーうす型パンツＭ 22 枚（1 袋）※ 2,442 円 

オンリーうす型パンツＬ～ＬＬ 1 枚 ※ 124 円 

オンリーうす型パンツＬ～ＬＬ20 枚（1 袋）※ 2,363 円 

カインゼロゼリー 30ｇ  1 本 230 円 

セルフカテ（男性用） 12Fr  1 本 2,000 円 

セルフカテ（女性用） 12Fr  1 本 2,000 円 

セルフカテ（ピュールキャス） 12Fr 1 本 3,270 円 

ｻﾌｨｰﾄﾞﾈﾗﾄﾝｶﾃｰﾃﾙ 12Fr 15cm 50 本入 1 箱 2,410 円 

ｻﾌｨｰﾄﾞﾈﾗﾄﾝｶﾃｰﾃﾙ 12Fr 28cm 50 本入 1 箱 2,410 円 

ｻﾌｨｰﾄﾞﾈﾗﾄﾝｶﾃｰﾃﾙ 12Fr 33cm 50 本入 1 箱 2,410 円 

間欠式ﾊﾞﾙｰﾝｶﾃｰﾃﾙ (ｳﾛ DIV) 12Fr 1 本 11,500 円 

クリニー採尿バック 1 袋 275 円 

ユーバック（採尿バック） 1 個 250 円 

テレホンカード １０５ 1 枚 1,000 円 

 ﾃﾙﾐｰﾙﾐﾆ (麦茶･バナナ・コーヒー）1個 190 円 

 ﾃﾙﾐｰﾙﾐﾆ (麦茶･バナナ・コーヒー）12 入り 2,255 円 

 止血ベルト 1 本 363 円 

 イヤホン 120 円 

 DIB キャップ 1,089 円 

 シリコーンアタッチメント（DIB キャップ用） 165 円 


